
　

11
月
３
日
、
飯
山
市
文
化

交
流
館
な
ち
ゅ
ら
大
ホ
ー
ル
で

第
42
回
飯
山
市
青
少
年
芸
術

子どもたちに説明する萩原用排水委員長

祭
の
舞
台
発
表
の
部
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
は
台

風
19
号
災
害
に
よ
り
中
止
と
な

り
、
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
開
催
で
き
ず
、
よ
う
や
く
本

年
度
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、

市
内
の
小
中
学
校
や
高
校
な
ど

10
団
体
１
９
０
名
が
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

当
日
は
約
４
３
０
名
の
来
場
が

あ
り
ま
し
た
。

　

出
演
者
の
ご
家
族
か
ら
は
、

「
学
校
の
音
楽
会
や
文
化
祭
は

コ
ロ
ナ
対
策
で
入
場
制
限
が

あ
っ
た
た
め
、
孫
の
発
表
が
今

ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
回

は
家
族
み
ん
な
で
見
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
23
日
、
24
日

に
は
展
示
部
門
が
飯
山
市
公
民

館
講
堂
で
開
催
さ
れ
、
７
５
６

点
の
作
品
に
約
１
１
２
０
名
の

来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

飯
山
市
青
少
年
芸
術
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

舞
台
発
表
３
年
ぶ
り
に
開
催

吹奏楽、合唱、合奏、ダンス、クラシックバレエ、チアリーディングと数々の
発表が繰り広げられました。
①飯山高等学校吹奏楽部　②東小学校 5、6年生　③泉台小学校音楽クラブ

第４２回 飯山市民芸術祭参加者募集
日頃の活動の成果を披露する絶好の機会です。皆さまのご参加をお待ちしております。
■開催期日および会場

〇 展示部門　4月 16日（土）・17日（日）
 会場：飯山市公民館・飯山市美術館

■申込期間
1 月 17 日（月）～ 2月 4日（金）
■申込み・問合せ先
飯山市文化交流課　☎ 67-0311
（飯山市文化交流館なちゅら・火曜日休館）

〇 舞台部門　4月 10日（日）
 会場：飯山市文化交流館なちゅら

　

飯
山
市
教
育
委
員
会
で
は
、

こ
の
ほ
ど
「
西
大
滝
の
サ
イ
ト

ロ
メ
ン
」
を
市
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　
「
西
大
滝
の
サ
イ
ト
ロ
メ
ン
」

は
岡
山
地
区
西
大
滝
に
あ
る
大

灘
（
お
お
な
だ
）
神
社
の
秋
の

大
祭
で
、
獅
子
舞
の
余
興
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
舞
で
す
。
舞

は
口
伝
え
で
丁
寧
に
後
継
者
へ

伝
承
さ
れ
、
約
70
年
間
ほ
と
ん

ど
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
サ
イ
ト
ロ
メ
ン
は
か
つ
て
全

国
各
地
に
分
布
し
た
鳥
刺
舞

（
と
り
さ
し
ま
い
）
の
一つ
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
日
ま
で
伝

え
ら
れ
て
い
る
鳥
刺
舞
は
極
め

て
ま
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
西
大
滝
の
サ
イ
ト
ロ
メ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
た
に
市
指
定
文
化
財
に

西大滝のサイトロメン

①

② ③

21 生涯学習だより / 21.12

生
涯
学
習
だ
よ
り

０
２
６
９-

６
２-

３
３
４
２
（
飯
山
市
公
民
館
）

０
２
６
９-

６
２-

５
９
４
０
（
代
表
）

No.80

20

公民館報　No.782
図書館だより　No.510

地
域
の
水
の
大
切
さ
伝
え
る
！

木
島
用
排
水
委
員
会　
委
員
長　

萩
原　
正
明

　
木
島
小
学
校
の
校
歌
に
「
田

の
面
は
涼
風
」
と
の
一
節
が
あ

る
よ
う
に
、
木
島
地
区
は
昔
か

ら
良
質
米
の
生
産
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
木
島
小
学
校
で
は

５
年
生
に
な
る
と
水
田
で
米
を

栽
培
す
る
授
業
が
あ
り
、
そ
れ

に
先
立
ち
４
年
生
は
木
島
公
民

館
の
「
水
の
学
習
」
に
参
加
し
、

地
域
の
人
と
水
田
に
必
要
な
水

の
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

木
島
地
域
を
流
れ
る
水
は
、

ほ
と
ん
ど
が
樽
川
か
ら
取
水
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
樽
川
の

水
の
一
部
は
本
来
な
ら
木
島
方

面
に
は
流
れ
て
こ
な
い
水
を
分

水
嶺
を
越
え
て
、
山
腹
に
横

堰
（
せ
ぎ
：
用
水
路
）
を
設
け

て
樽
川
へ
流
れ
込
む
よ
う
に
し

て
確
保
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

約
３
２
０
年
前
の
江
戸
時
代
に

先
人
た
ち
が
命
懸
け
の
大
変
な

苦
労
を
し
て
、
江
戸
幕
府
評
定

所
（
裁
判
所
）へ
訴
訟
に
及
び
、

奥
山
が
上
木
島
分
と
し
て
認
め

ら
れ
た
か
ら
で
す
。

　
４
年
生
は
こ
の
水
の
確
保
の

歴
史
や
流
れ
を
現
地
視
察
し

て
、
勉
強
し
て
い
る
訳
で
あ
り

ま
す
。

　
た
だ
、
な
ぜ
米
を
作
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
か
、
な

ぜ
水
が
必
要
な
水
田
で
な
け
れ

ば
い
け
な
か
っ
た
の
か
、
い
つ

ご
ろ
か
ら
水
田
が
開
発
さ
れ
た

の
か
、
樽
川
か
ら
ど
の
よ
う
に

取
水
し
、
ど
の
よ
う
に
流
れ
て

く
る
の
か
を
事
前
に
勉
強
す
る

た
め
、
木
島
用
排
水
委
員
会
が

少
々
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

昔
は
、
保
存
が
き
き
、
収

量
が
多
い
米
は
食
物
で
あ
る

と
同
時
に
財
力
や
権
力
の
源

で
あ
り
、
人
間
の
生
活
と
社

会
の
基
本
で
あ
っ
た
こ
と
。
約

３
０
０
０
年
前
に
日
本
に
伝
わ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
米
が
、
水

稲
と
し
て
連
作
障
害
も
な
く
連

綿
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
の

は
、
水
の
力
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
子
ど
も
た
ち
に
紹
介
し
、
稲

や
水
田
の
重
要
性
、
水
の
権
利

を
確
保
し
用
水
を
開
削
し
て
今

も
維
持
管
理
を
し
て
い
る
こ
と

な
ど
「
水
」
の
確
保
が
い
か
に

大
切
か
を
、
理
解
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

目
の
前
を
流
れ
て
い
る
水

を
、
先
人
の
努
力
や
長
い
時
間

を
か
け
て
地
域
が
大
切
に
管
理

し
て
き
た
こ
と
を
、
将
来
地
域

を
背
負
う
子
ど
も
た
ち
に
ぜ
ひ

知
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

年末年始休館日のお知らせ
・飯山市公民館・・・・・・・・12月 29日㊌～令和 4年１月３日㊊（12/28 ㊋は夜のみ休館）
・飯山市美術館・・・・・・・・12月 29日㊌～令和 4年１月 3日㊊
・いいやま女性センター未来・・12月 28日㊋～令和 4年１月 3日㊊
・飯山市ふるさと館・・・・・・12月 29日㊌～令和 4年１月 3日㊊
・飯山市文化交流館なちゅら・・12月 28日㊋～令和 4年１月 4日㊋



飯山市美術館 　　☎ 62-1501 月曜休館（月曜祝日の場合は翌日）

Ｓ
Ｌ
（
蒸
気
機
関
車
）

　
飯
山
市
美
術
館
で
は
令
和

４
年
度
企
画
展
「
佐
藤
武
造

没
後
50
年
展
（
仮
称
）」
の

準
備
を
進
め
て
い
る
中
で
、

佐
藤
武
造
作
品
の
情
報
を
収

集
し
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
武
造
（
１
８
９
１
〜

１
９
７
２
、
瑞
穂
出
身
）
は
、

画
家
に
な
る
と
決
意
し
17
歳

で
上
京
、
そ
の
後
２
度
の
渡

英
を
実
現
す
る
中
で
水
彩

画
、
油
彩
画
、
絹
画
、
漆
画

と
自
身
の
芸
術
作
品
を
追
求

し
続
け
た
画
家
で
す
。

　
没
後
50
年
に
あ
た
る
来
年

度
、
改
め
て
佐
藤
武
造
の
作

家
人
生
を
幅
広
い
作
品
で
振

り
返
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
作
品
に
関
す
る
情
報
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
飯
山
市

美
術
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

絹画「小菅池畔」69.2×92.0(cm)

佐藤武造作品

情報をお寄せください

　
飯
山
線
を
走
る
臨
時
列
車
「
戸
狩
ス
キ
ー
号
」。
客
車
を
け

ん
引
す
る
Ｓ
Ｌ
は
「
Ｃ
12 

２
４
４
」。
１
９
７
０
年
２
月
、
蓮

〜
替
佐
間
に
て
。
撮
影
者
は
高
山
村
の
綿
田
茂
実
さ
ん
。

ふるさと館 たいけん工房

飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030 月曜休館

五穀豊穣・無病息災
を願ってみんなで
作ろう。

■日　時　1月 8日（土）10:00 ～ 11:30
■対　象　市内小学生以上
　　　　   （大人・親子もご参加いただけます）
■定　員　20名
■参加費　200円
■持ち物　エプロン、三角巾
■申込締切　1月 5日（水）まで

伝統行事
まゆ玉づくり

 参加者募集

「戸狩スキー号」（ふるさと館所蔵）

　

11
月
20
日
、
飯
山
市
ふ
る

さ
と
館
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

作
り
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
25
名
の
皆
さ
ん
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ふ

る
さ
と
館
の
裏
庭
で
も
栽
培
し

て
い
る
真
っ
白
な
綿
の
実
や
里

山
で
採
集
さ
れ
た
松
ぼ
っ
く
り

を
使
い
、
皆
さ
ん
思
い
思
い
の

リ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

ふるさと館たいけん工房
「綿と木の実のクリスマスリース」開催

できたよ～～！！！マスク外してパチリ！

　

飯
山
雪
国
大
学
女
性
セ
ミ

ナ
ー
が
好
評
の
う
ち
に
全
４
回

の
講
座
を
終
え
閉
講
し
ま
し

た
。

　
女
性
の
活
気
に
溢
れ
る
観
点

か
ら
、
学
び
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、

地
域
の
課
題
解
決
な
ど
を
目

的
と
し
て
い
る
こ
の
企
画
。
毎

年
６
名
の
運
営
委
員
と
女
性
セ

ン
タ
ー
未
来
が
協
力
し
て
魅
力

あ
る
講
座
企
画
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

休
講
し
、
今
年
度
は
感
染
症
対

策
を
し
て
２
年
振
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
５
月
、
開
講
式
お
よ
び
第
１

回
講
座
を
開
催
。
受
講
生
全
員

で
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

で
あ
る
「
野
に
咲
く
花
の
よ
う

に
」
を
合
唱
。
歌
を
通
し
て
心

を
一
つ
に
し
、
す
て
き
な
幕
開

け
と
な
り
ま
し
た
。
後
半
に
は
、

整
体
師
の
小
野
京
子
さ
ん
を
講

師
に
「
は
じ
め
て
の
ピ
ラ
テ
ィ

ス
レ
ッ
ス
ン
」
を
体
験
し
初
日

を
終
え
ま
し
た
。

　

６
月
の
第
２
回
講
座
で
は
、

野
外
学
習
で
「
斑
尾
高
原
希
望

湖
（
の
ぞ
み
こ
）
一
周
と
湖
畔

周
辺
の
草
木
の
観
察
」
に
出
か

け
ま
し
た
。
信
越
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
ガ
イ
ド
の
門
田
美
代
子
さ
ん

の
案
内
の
も
と
、
自
然
に
恵
ま

れ
、
幸
せ
気
分
も
満
喫
で
き
、

新
緑
に
よ
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
午
後

は
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
コ
ー
ド
で
ミ

ニ
バ
ッ
ク
」
を
製
作
。
カ
ラ
フ

ル
な
ミ
ニ
バ
ッ
ク
が
勢
ぞ
ろ
い

し
ま
し
た
。

　
９
月
、
第
３
回
教
養
講
座
、

「
洗
濯
王
子
が
教
え
る
！
『
５

つ
』
の
洗
濯
新
常
識
」
の
講
演

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
警
戒
レ
ベ
ル
が

上
が
っ
た
た
め
中
止
と
な
り
、

受
講
生
か
ら
は
残
念
と
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　

最
終
回
と
な
る
10
月
に
は
、

フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
清
水
恵
さ
ん
に
よ
る
「
グ

リ
ー
ン
フ
レ
ー
ム
製
作
」
を
行

い
ま
し
た
。
受
講
生
か
ら
は「
難

し
か
っ
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し

く
和
や
か
に
製
作
す
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
同
日
行
わ
れ
た
閉
講

式
で
は
３
名
の
運
営
委
員
が
退

任
す
る
と
と
も
に
、
３
名
の
新

役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
、
女
性
セ
ン
タ
ー
未
来
の

桑
原
館
長
か
ら
「
大
勢
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
来

年
度
も
運
営
委
員
の
皆
さ
ま
と

魅
力
的
な
企
画
を
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
閉

講
と
な
り
ま
し
た
。

①
開
講
式
後
に
班
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
。
セ
ミ
ナ
ー

　
へ
参
加
し
た
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

②
第
４
回
講
座
の
グ
リ
ー
ン
フ
レ
ー
ム
製
作

問

問

■日　時　   1月 29日（土）13:00 ～ 14:00
■場　所 　  飯山市ふるさと館
■検定級 　  初級・上級・マイスター
※検定級は初級から始まり、合格すると上位の検定が受けられます。
■受験料      1,000 円
■申込締切   1月 22日（土）
■お問合せ・申込先   　飯山市ふるさと館　☎ 67-2030（月曜休館）
※新型コロナウイルス感染症の状況により、中止・延期する場合があります。

飯山ふるさと検定とは、飯山の自然や歴
史・文化を知り、その魅力を再発見する
ものです。

飯山ふるさと検定 参加者募集 女性セミナー開催報告
～つながろう！新しい仲間と見つめよう！自分～

①

②
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涌井水路トンネル工事現場にて

最高のゆで方を教わりました

カップやメダルが展示されたコーナー

懐かしの昭和展を見る来場者

間隔を開けての講習会

特別号

飯
山
公
民
館

☎ 

62
3
3
4
2

秋
津
公
民
館

☎ 

62
2
3
3
0

瑞
穂
公
民
館

☎ 
65
2
5
0
1 

柳
原
公
民
館

☎ 

62
5
5
6
2

◇
小
学
生
新
年
書
初
め
会

「
書
初
め
」
を
通
し
て
児
童

が
新
年
に
あ
た
り
、
自
分
の
心

を
よ
り
明
ら
か
に
し
て
、
１
年

の
良
い
ス
タ
ー
ト
が
で
き
る
契

機
と
す
る
た
め
実
施
し
ま
す
。　
　

冬
休
み
宿
題
の
書
初
め
と
、

公
民
館
か
ら
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
新
年
も

み
ん
な
で
楽
し
く
書
き
ま
し
ょ

う
。

日
　
時
　 

１
月
３
日
㈪

　
　

  

９
時
30
分
〜
正
午　

場
　
所
　 

飯
山
市
公
民
館

　
　
　
　
　
　

  

２
階
講
堂

対
象
者
　 

飯
山
小
学
校
の

　

     

３
年
生
か
ら
６
年
生

定
　
員　
20
名

申
　
込 

対
象
者
に
は
既
に
学

校
を
通
じ
て
チ
ラ
シ

を
配
布
済
み

富
倉
公
民
館

☎ 

67
2
1
3
6

外
様
公
民
館

☎ 

62
1
０
２
９ 

常
盤
公
民
館

☎ 

62
3
2
0
0

岡
山
公
民
館

☎ 

69
2
0
1
0

◇
秋
津
公
民
館
報
（
特
別
号
）

を
発
行
し
ま
し
た
！

秋
津
公
民
館
で
は
、
地
域
の

基
盤
づ
く
り
や
人
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
と
い
う
、
本
来

公
民
館
が
持
っ
て
い
る
役
割
を

考
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
な
か
な

か
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
代
わ
り
に
、
公
民
館
報
と

い
う
紙
面
上
で
情
報
交
流
で
き

る
よ
う
、
地
区
の
皆
さ
ん
に
寄

稿
を
お
願
い
し
、
特
別
号
を
編

集
・
発
行
し
ま
し
た
。

寄
稿
の
テ
ー
マ
は
「
私
が
コ

ロ
ナ
禍
で
考
え
、感
じ
た
こ
と
」。

15
名
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
寄
稿
文
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
新
た
な
発
見
を
し
た
、
生

活
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
、
思

わ
ぬ
自
分
が
発
見
で
き
た
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
で
、
リ

モ
ー
ト
で
は
な
く
、
顔
の
見
え

な
い
紙
面
で
の
交
流
で
今
後
の

w
i
t
h 

コ
ロ
ナ
（
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
）
の
参
考
に
な
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

◇
第
48
回
木
島
健
康
祈
願
祭

    （
元
旦
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

　
新
年
を
明
る
く
迎
え
元
気
に

ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
、
毎
年
恒

例
の
健
康
祈
願
祭
と
健
康
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

日
　
時　
１
月
１
日
㈯

　
９
時
15
分
〜 （
雪
天
決
行
）

場
　
所
　
木
島
公
民
館
で
受
付

※
催
行
に
つ
い
て
は
、
集
落
館

　
長
会
で
決
定
し
ま
す
。

◇
第
38
回
木
島
少
年
ク
ロ
ス

      

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

日
　
時　
１
月
23
日
㈰

　
　
　
　
　
　

  

８
時
45
分
〜

場
　
所　
木
島
工
場
団
地　

　
　
　
　
北
側
特
設
コ
ー
ス

※
催
行
に
つ
い
て
は
、
集
落
育

　
成
会
長
会
で
決
定
し
ま
す
。

◇
そ
ば
打
ち
講
習
会
開
催

　

11
月
28
日
、
瑞
穂
地
区
活

性
化
セ
ン
タ
ー
で
令
和
３
年
度

最
後
の
公
民
館
事
業
の
そ
ば

打
ち
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
だ
い
ぶ
落
ち
着
い

て
き
た
中
で
、
講
師
先
生
か
ら

指
導
を
頂
き
な
が
ら
、
そ
ば
打

ち
講
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
打
ち
上
が
っ
た
そ
ば
は
、
持

ち
帰
り
の
お
土
産
半
分
を
取

り
、
残
り
の
半
分
は
、
最
高
の

味
の
ゆ
で
方
の
た
め
に
、
鍋
か

ら
上
げ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、
冷

水
で
し
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
今

回
は
重
点
的
に
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
味
を
確
認
し

な
が
ら
、
今
日
の
出
来
栄
え
を

た
た
え
合
い
ま
し
た
。

◇
「
涌
井
隧
道
の
昔
と
今
」

　
　
　
　
　
　
　
　 

学
習
会

11
月
13
日
、
講
師
に
四
ツ
屋

の
清
水
一
洋
さ
ん
を
お
招
き
し
、

涌
井
水
路
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場

に
お
い
て
現
地
学
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

始
め
に
、
㈱
フ
ク
ザ
ワ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
ん
よ
り
工
事

の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

水
路
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
令

和
2
年
10
月
よ
り
着
手
さ

れ
、
現
隧
道
よ
り
上
流
約
5

㍍
地
点
で
延
長
3
0
6
㍍
径

1
3
3
4
㍉
の
ミ
ニ
シ
ー
ル
ド

工
法
に
よ
り
施
工
さ
れ
、
令
和

4
年
8
月
末
日
を
工
期
と
し

て
進
捗
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

次
に
、
講
師
の
清
水
一
洋
さ

ん
よ
り
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
江
戸
時
代
に
野
田
喜
左
衛

門
に
よ
り
、
大
平
峰
の
二
の
腰

池
や
穴
清
水
か
ら
引
水
す
る
堰せ

き

が
築
か
れ
た
こ
と
、
現
在
の
涌

井
隧
道
は
昭
和
25
年
か
ら
地

元
の
工
夫
た
ち
に
よ
り
手
掘
り

で
掘
削
さ
れ
、
昭
和
29
年
に
完

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

堰
で
集
め
ら
れ
た
用
水
は
涌
井

隧
道
か
ら
皿
川
へ
至
り
、
柳
原

木
島
公
民
館

☎ 

62
0
5
5
5

水
田
の
大
半
と
中
条
の
一
部
に

供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

晩
秋
の
青
空
の
も
と
、
９
名

の
参
加
者
は
清
水
さ
ん
を
囲
み

壮
大
な
歴
史
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。

◇
富
倉
地
区
道
祖
神
ま
つ
り

古
く
は
明
治
年
間
か
ら
行

わ
れ
て
い
た
道
祖
神
ま
つ
り

を
、
令
和
４
年
も
区
民
の
無
病

息
災
・
子
孫
繁
栄
を
祈
願
し
て

開
催
し
ま
す
。

日
　
時　
1
月
8
日
㈯

　

  

点
火　
午
後
２
時
30
分

場
　
所　
富
倉
地
区
活
性
化

      

セ
ン
タ
ー
前
グ
ラ
ウ
ン
ド　

　
当
日
は
、
午
後
１
時
30
分
か

ら
道
祖
神
作
り
を
し
ま
す
。
区

民
の
方
で
ご
協
力
で
き
る
方
は

無
理
の
な
い
範
囲
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。ご
家
庭
の
正
月
飾
り
、

ダ
ル
マ
な
ど
は
午
後
２
時
ま
で

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。　

　
詳
細
は
、
配
布
し
ま
し
た
チ

ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
黒
岩
山
が
育
て
た「
栗
岩
恵
一
」

外
様
公
民
館
学
習
部
の
活

動
の
一つ
に
、
地
区
内
の
史
跡
・

文
化
財
・
著
名
人
調
査
が
あ
り

ま
す
。

今
回
は
外
様
出
身
の
ス
キ

ー
ア
ル
ペ
ン
選
手
「
栗
岩
恵
一
」

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1
9
5
4
年
（
昭
和
29
年
）

顔
戸
区
に
生
ま
れ
た
栗
岩
恵
一

さ
ん
は
、
地
元
黒
岩
山
の
信
濃

平
ス
キ
ー
場
で
腕
を
磨
き
、
高

校
卒
業
後
、
北
野
建
設
へ
入
社

し
ま
し
た
。
ス
キ
ー
部
で
活
動

し
、
日
本
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

の
１
人
と
し
て
海
外
遠
征
に
も

出
か
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
転
戦
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
後
の
オ
リ
ン
ピ

ア
ン
で
あ
る
海
和
俊
宏
・
岩

谷
高
峰
・
千
葉
信
哉
ら
と
フ

ラ
ン
ス
で
の
強
化
合
宿
中
で
の

事
、
跳
ね
飛
ば
し
た
ポ
ー
ル

が
太
も
も
に
刺
さ
り
ひ
ん
死
の

重
傷
を
負
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
大
け
が
に
よ
り
現
役
を
引

退
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
栗
岩
さ
ん
で
す
が
、
全

国
勤
労
者
ス
キ
ー
協
議
会
の
会

長
を
務
め
る
な
ど
、
長
年
、
日

本
の
ス
キ
ー
界
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

先
日
、
今
は
長
野
市
に
お
住

ま
い
の
栗
岩
さ
ん
よ
り
、
大
切

な
カ
ッ
プ
や
メ
ダ
ル
を
お
預
か

り
し
、
外
様
地
区
活
性
化
セ
ン

タ
ー
の
一
角
に
展
示
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◇
常
盤
地
区
文
化
祭
開
催

11
月
７
日
に
常
盤
公
民
館
で

常
盤
地
区
文
化
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、「
ど
う
や
っ
た
ら
開
催
で

き
る
の
か
」「
ど
こ
ま
で
な
ら
開

催
で
き
る
の
か
」
を
実
行
委
員

会
で
検
討
。
そ
の
結
果
、
例
年

行
っ
て
い
る
「
特
産
展
」「
村
の

保
健
室
」「
子
ど
も
体
験
コ
ー

ナ
ー
」、
連
動
企
画
の
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
駅
伝
大
会
」「
剣
道
大
会
」「
Ｊ

Ａ
な
が
の
祭
」
は
断
念
に
至
り

ま
し
た
が
、「
児
童
・
生
徒
作

品
展
」「
腕
自
慢
展
（
絵
画
・

書
道
・
写
真
・
手
芸
な
ど
の
芸

術
作
品
展
）」「
地
区
公
民
館
活

動
展
」「
集
落
公
民
館
活
動
展
」

「
交
通
安
全
・
防
犯
展
（
協
力
：

飯
山
警
察
署
）」「
昭
和
58
年
水

害
ビ
デ
オ
上
映
」「『
村
史
と
き

わ
』
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
」
に
加

え
、
地
区
が
今
年
刊
行
し
た
冊

子
「
常
盤
10
年
史
」
に
関
す
る

展
示
も
行
い
ま
し
た
。
来
場
者

は
役
員
も
含
め
て
２
０
０
人
を

数
え
、
限
定
開
催
な
が
ら
も
賑

わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
か

ら
の
提
案
型
展
示
と
し
て
、
昭

和
時
代
の
雑
誌
や
ア
ナ
ロ
グ
盤

レ
コ
ー
ド
な
ど
を
「
懐
か
し
の

昭
和
展
」
と
し
て
公
開
し
た
と

こ
ろ
、
大
勢
の
人
が
足
を
止
め

て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

◇
岡
山
新
年
書
初
め
会（
予
定
）

　
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
て

毎
年
恒
例
の
新
年
書
初
め
会

を
開
催
し
ま
す
。
書
道
の
宿
題

も
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
。
課

題
の
な
い
学
年
は
、
岡
山
公
民

館
の
課
題
と
し
て
好
き
な
言
葉

を
書
き
ま
し
ょ
う
。

日
　
時　
１
月
３
日
㈪

　

           

午
前
９
時
30
分
〜

場
　
所　
岡
山
公
民
館

（
岡
山
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）
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趣
　
味
・
実
　
用

１
０
０
万
回
死
ん
だ
ね
こ

福
井
県
立
図
書
館

ビ
ル
マ
危
機
の
本
質

タ
ン
ミ
ン
ウ
ー

こ
の
働
き
方
大
丈
夫
?

中
国
新
聞
取
材
班

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク

共
生
会
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ａ

わ
た
し
は
黙
ら
な
い

合
同
出
版
編
集
部

た
ぶ
ん
一
生
使
わ
な
い
?
異
国
の
こ
と
わ
ざ
１
１
１

時
田 

昌
瑞

ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
は
生
き
て
い
る

宗

像 

充

計
算
い
ら
ず
糖
尿
病
の
お
い
し
い
レ
シ
ピ

河
盛 
隆
造

医
者
が
す
す
め
る
ク
ッ
キ
ン
グ
リ
ハ
ビ
リ

丸
田 
淳
司

あ
し
た
死
ん
で
も
い
い
暮
ら
し
か
た

ご
ん
お
ば
ち
ゃ
ま

国
産
ア
ボ
カ
ド
栽
培
入
門

東 

愛

理

保
護
犬
と
暮
ら
す
と
い
う
こ
と

扶

桑

社

写
真
図
解
で
わ
か
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
使
い
方

石
垣 

正
喜

目
の
見
え
な
い
白
鳥
さ
ん
と
ア
ー
ト
を
見
に
い
く

川
内 

有
緒

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
式
記
録
集

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

優
し
い
語
り
手

オ
ル
ガ　
ト
カ
ル
チ
ュ
ク

生
き
づ
ら
い
と
思
っ
た
ら
親
子
で
発
達
障
害
で
し
た

モ
ン
ズ
ー
ス
ー

よ
　
み
　
も
　
の

月
曜
日
の
抹
茶
カ
フ
ェ

青
山 

美
智
子

剣
樹
抄　
２

冲

方 

丁

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
の
六
人

小
野
寺 

史
宜

中
野
の
お
父
さ
ん
の
快
刀
乱
麻

北

村 

薫

失
わ
れ
た
岬

篠
田 

節
子

真
・
慶
安
太
平
記

真
保 

裕
一

ビ
タ
ー
ト
ラ
ッ
プ

月
村 

了
衛

闇
祓

辻
村 

深
月

嗤
う
淑
女
二
人

中
山 

七
里

笑
う
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ

早
見 

和
真

御
坊
日
々

畠

中 

恵

ほ
ん
の
こ
ど
も

町
屋 

良
平

残
照
の
頂

湊 

か
な
え

郷
　
　
　
土

「
松
本
モ
デ
ル
」
の
挑
戦

中
村 

雅
彦

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

◇1月図書館カレンダー ◇

1 土

　年末年始休館
2 日
3 月
4 火
5 水 移動図書館車①北原 ･常盤
6 木 10:30絵本とわらべうたの会
7 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
8 土
9 日 10:30 ～ブックスタート
10 月
11 火 休館日（祝日振替）
12 水 移動図書館車③温井 ･秋津
13 木 10:30絵本とわらべうたの会
14 金 移動図書館車④太田 ･富倉
15 土
16 日 10:30 ～おはなしひろば
17 月 休館日
18 火
19 水 移動図書館車①北原 ･常盤
20 木 10:30絵本とわらべうたの会
21 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
22 土
23 日 10:30 ～おはなしひろば
24 月 休館日
25 火
26 水 移動図書館車③温井 ･秋津
27 木 10:30絵本とわらべうたの会
28 金 移動図書館車④太田 ･富倉
29 土
30 日 10:30 ～おはなしひろば
31 月 休館日
■の日は休館です

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

✿開館時間と休館日✿
 【開館時間】
     火～金     9:30 ～ 18:00
     土・日・祝      9:30 ～ 17:00
 【休 館 日】
    月曜（祝日の場合は 翌平日）　
　 年末年始 ・ 蔵書整理期間等

図書館
ニュース

＊年末年始休館のお知らせ＊

ま
し
た
。

　
感
想
を
尋
ね
る
と
「
笑
顔
で

カ
ウ
ン
タ
ー
の
対
応
が
で
き
て

良
か
っ
た
」「
お
す
す
め
本
の

紹
介
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
が
楽
し

か
っ
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
お
す
す
め
本
コ
ー
ナ
ー
は
閲

覧
室
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
来

館
の
際
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

11
月
５
日
に
常
盤
小
学
校

２
年
生
12
名
が
図
書
館
見
学

に
訪
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
図
書
館
に
つ
い
て
紹

介
し
、
本
は
分
類
ご
と
に
並
ん

で
い
る
と
説
明
す
る
と
、「
0

の
分
類
は
何
の
本
で
す
か
？
」

な
ど
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
普
段
は
入
れ
な
い

書
庫
を
見
学
し
、
可
動
式
の

書
棚
を
実
際
に
動
か
し
て
み
る

と
、
驚
い
た
様
子
で
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　
見
学
の
後
は
、
紙
芝
居
と
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
が
あ
り
、
皆

さ
ん
楽
し
そ
う
に
聞
い
て
い
ま

し
た
。
最
後
に
先
生
か
ら
「
今

度
は
お
家
の
人
と
来
て
く
だ
さ

い
ね
」
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
11
月
12
日
に
飯
山

小
学
校
６
年
生
が
、
地
域
の
仕

事
や
働
く
人
々
へ
の
理
解
を
深

め
る
目
的
で
、
市
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
施
設
で
職
業
体
験
学
習
を

行
い
ま
し
た
。
図
書
館
で
は
1

名
の
児
童
が
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、

貸
出
・
返
却
な
ど
の
体
験
を
し

▲常盤小 2年生による図書館見学

市
内
小
学
生
の
図
書
館
見
学
と
職
業
体
験
学
習

　こんにちは市立飯山図書館です。
　
　図書館の資料を画像として収めたい、メモの代わりに残し
ておきたい、という場合があるかもしれません。

　でも…ちょっと待ってください！！

　当館では、本や新聞などをご自身の携帯電話やスマホのカ
メラで撮影することはご遠慮いただいております。
　
　気になる記事がありましたら【個人の調査または研究のた
めのコピーサービス（有料）】をご利用ください。

　詳しくは職員までお問い合わせをお願いします。

スマホで撮っても良いですか？
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ようこそ

図書館へ vol.6

　12 月 29 日（水）から 1月 4日（火）まで年末年
始休館とさせていただきます。本を返却される場合
は「返却ポスト」をご利用ください。なお、ＣＤ・
ＤＶＤ等の返却は開館日にカウンターへお願いいた
します。
　また12 月 28 日 （火） は閉館時刻を 17 時
とさせていただきます。ご理解とご協力をお願いい
たします。

▲飯山小 6年生の職業体験学習

12 月 29 日㊌～ 1 月 4 日㊋休館

 

　本書は、文学教授と自閉症者が、
『白鯨』などのアメリカ文学の名作を
ともに読み、話し合った読書体験の
記録である。
　さまざまな背景と症状を持つ６人
が、読むことを通じて本の世界を体
験する仕方は、本人の特性によって
それぞれ独特だ。
　詩によって靴ひもを結べるように
なるなど、文学の有用性と可能性、
脳の多様性を感じられる。

自閉症者と小説を読む

みすず書房

旬の本☆話題の本☆意外な本

らいぶらり
ブックレビュー

ラ
ル
フ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

サ
ヴ
ァ
リ
ー
ズ
／
著

『嗅ぐ文学、 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

　本年も図書館をご利用いただきありが
とうございました。来年も皆さまのご来
館をお待ちしております。よいお年を。
◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

岩
坂
　
彰
／
訳

動く言葉、
感じる読書』 
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